
Sue Towns Magazine      1617      Sue Towns Magazine

ま
す
。
第
六
坑
の
火
災
も
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の

一
件
は
「
海
軍
燃
料
廠
採
炭
部
変
災
火
災
事
件
」
と
い

う
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。JA
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災
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衛

省
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衛
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究
所
）

  

第
六
坑
は
現
在
の
水
戸
病
院
の
北
西
側
一
帯
に
当
た

り
ま
す
。
須
恵
高
校
の
位
置
が
第
六
坑
の
ボ
タ
山
で
す
。

　

火
災
の
原
因
は
単
純
な
も
の
で
し
た
。
一
運
搬
夫
が
、

暗
黒
の
中
で
ス
パ
ナ
を
探
そ
う
と
し
て
マ
ッ
チ
を
擦
っ

た
た
め
に
可
燃
物
に
引
火
し
た
の
で
す
。
付
近
に
は
火

夫
・
運
搬
夫
が
お
り
、
消
火
器
も
常
備
さ
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
失
火
を
隠
す
た
め
に
独
力
で
火
を
消
そ
う
と

し
て
、
か
え
っ
て
初
期
消
火
を
遅
ら
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。（
結
果
的
に
第
一
発
見
者
を
装
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
）

　

大
正
十
五
年
（
昭
和
元
年
、
一
九
二
六
）
十
月
二
十

日
午
後
十
一
時
五
十
七
分
、
宇
美
局
か
ら
一
通
の
電
報

が
海
軍
省
に
打
た
れ
ま
し
た
。
発
信
者
は
「
燃
料
廠
採

炭
部
長
」。
正
式
に
は
第
四
海
軍
燃
料
廠
と
言
い
、
採

炭
部
長
は
新
原
の
海
軍
炭
鉱
の
ト
ッ
プ
に
い
た
人
物
で

す
。

  

「
本
日
午
后
九
時
三
十
分
、
第
六
坑
撰
炭
工
場
発
火
、

午
后
十
一
時
全
焼
鎮
火
ス
。
原
因
及
損
害
取
調
中
」

　

鎮
火
し
た
直
後
に
第
一
報
が
打
た
れ
て
い
ま
す
。
現

場
は
消
火
活
動
で
混
乱
し
て
い
た
の
で
、
一
段
落
し
て

報
告
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
翌
日
に
は
「
撰
炭
工
場
ヲ

全
焼
シ
、
重
要
ナ
ル
設
備
ニ
多
大
ノ
損
害
ヲ
与
ヘ
タ
ル

ハ
、
誠
ニ
恐き
ょ
う
く懼
ノ
至
ニ
堪
エ
ズ
」
と
し
て
、
経
緯
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
穏
無
事
な
日
常
は
記
録
に
残
り
に
く
い
の
に
対
し
、

非
日
常
は
詳
し
く
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り

　
「
当
部
防
火
隊
、
並

な
ら
び
に附

近
村
落
・
炭
坑
等
ノ
消
防
隊

ノ
敏
速
ナ
ル
、
二
十
余
個
ノ
消
火
喞ポ

ン
プ筒

ノ
注
水
モ
其
ノ

効
ナ
ク
、
終
ニ
選
炭
場
ノ
殆
ン
ド
全
部
、
及
貯
炭
場
・

桟
橋
ノ
一
部
ヲ
焼
燼
シ
、
同
十
一
時
鎮
火
セ
リ
」

　

消
防
に
従
事
し
た
中
に
軽
傷
者
十
余
名
を
出
し
ま

し
た
が
、
応
援
の
消
防
隊
の
活
躍
も
あ
っ
て
、
周
囲

の
施
設
や
住
宅
を
巻
き
込
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
損
害
は
建
物
・
機
械
・
器
具
・
石
炭
な
ど
約

一
万
七
千
七
百
円
に
上
り
ま
し
た
。

　

興
味
深
い
の
は
報
告
書
に
被
災
地
の
図
面
と
写
真
が

添
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
図
面
は
「
第
六
坑
用
地

図
」
と
火
災
現
場
の
二
点
、
写
真
は
五
点
あ
り
ま
す
。

　

図
１
は
「
第
六
坑
用
地
図
」
の
内
、
現
場
付
近
を
切

り
取
っ
た
も
の
（
線
路
に
は
「
博
鉄
貨
物
線
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
博
鉄
は
博
多
湾
鉄
道
の
略
）、
図
２
は

被
災
状
況
を
図
示
し
た
も
の
で
す
（
二
段
に
な
っ
た
石

垣
が
描
か
れ
て
い
ま
す
）。
桟
橋
は
炭
車
が
方
向
転
換

す
る
た
め
の
場
所
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

写
真
１
は
「
焼
失
場
所
全
景
」
と
書
き
込
ま
れ
た
写

真
で
、
石
炭
を
運
び
出
す
た
め
の
線
路
が
写
っ
て
い
る

点
で
貴
重
で
す
。
手
前
が
博
鉄
貨
物
線
、
奥
が
「
撰
炭

工
場
」
の
下
を
通
っ
て
い
た
線
路
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

127

海
軍
炭
鉱
第
六
坑
の
火
災

　

海
軍
炭
鉱
・
国
鉄
炭
鉱
の
遺
跡
群
（
14
）

ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員　

石
瀧  

豊
美

▲図１

▼図２

▲写１


